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校 長 森 山 直 人
なまはげ柴灯まつり初日、１、２年生の総合的な学習の時間（NS-net)におけるゴールアクションを男鹿

駅前で開催しました。国内外たくさんのお客さまに向けて発信・交流をすることで、南中生は極上の達成感
と充実感を得ることができました。ご来場くださいましたみなさま、ありがとうございました。

2/7 ２年 ぐろおがるバザール in winter
(金) 商品販売＠オガーレ、プレゼン＠テノハ男鹿

男鹿市船川の老舗菓子舗「お菓子のゴンタロー」さまからミッショ
ンをいただき共同開発してきた「男鹿の魅力を伝えるお菓子」を、２
年生が自らの手で販売しました。開発した商品は全６商品。その中か
ら今回は３商品、店頭に並びました。保護者のみなさまのみならず、
地域のみなさま、柴灯まつりにいらした方々など、たくさんの人がご
来場くださり、販売する生徒の「いらっしゃいませ」の声もどんどん
大きくなっていきました。ナマハゲに扮した呼び込み隊も駅前広場で
チラシ配りとご案内を頑張り、外国の方に果敢に英語で話し掛けご案
内した生徒もいました。商品は時間内に全て完売となりました。
プレゼンイベントには、近隣のスーパー、コンビニのみなさまがご

参加くださいました。「南中生のプレゼンはすごいと聞いて楽しみにし
てきました。」という方もいらっしゃいました。夏に販売する３商品を
含め、開発した全６種類の商品の開発コンセプトやアピールポイント
を発信しました。後半はゲストのみなさまと膝を交えての交流タイム
です。アドバイスやあたたかい賞賛の言葉をたくさんいただきました。
この取組を通し、２年生はこれまでの探究の成果を実感するとともに、
やりとりをする表情からは充実感がにじみ出ていました。

2/7 1年 なまはげ繋灯（けど）まつり
(金) ＠男鹿駅前広場「セドライト」

１年生は年間をとおして男鹿の誇る伝統行事「ナマハゲ」について
学習してきました。その成果を広く発信すべく「なまはげ繋灯まつり」
というイベントを企画し、セドライトで開催しました。
演目は「男鹿南中オリジナルなまはげミニ検定」と「男鹿南中オリ

ジナルなまはげ問答」です。それぞれ２チームずつ全４チームがパフ
ォーマンスを繰り広げました。なまはげミニ検定では、これまで学ん
できたことを解説や寸劇にしてお客様にレクチャーした後、簡単な検
定を行い、受けてくださった方には合格証や、ささやかなプレゼント
をお渡ししました。受検者の皆さまとのちょっとしたやりとりに笑顔
がこぼれました。なまなげ問答では、なんといってもナマハゲのかわ
いい迫力に会場は拍手喝采。先立ちや家人などの役の秋田弁もなかな
かいい味を出していました。中学生は日常では秋田弁を使いませんの
でその練習もする必要がありました。これまでの学びを踏まえて、ナ
マハゲ行事の継承に対する自分たちの考えも伝えることができました。
１年生は、このイベントを行うことを通して改めてナマハゲの「灯」
を「繋」いでいく大切さを実感したようです。

南中１、２年生は、地域の一員として「なまはげ柴灯まつり」の盛り上げに一役を買うことができました。
引き続き、おらほの学校♥男鹿南中を、おらほの生徒♥南中生をめんこがっていただければ幸いです。
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“発信と交流”のNS-netゴールアクション大盛況！
南中生の力を地域に、全国に、世界に届けました！！ご来場ありがとうございました。


